
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 
 
 
 2008年 

２月１９日 №９９７例会 

         『３分間卓話』倉澤敏恵さん、小池精治君、林隆夫君、佐々木治君 

 

１． 点鐘 
２． ロータリーソング「我らの生業」 
３． ビジター紹介 
４． 会長挨拶 
５． 幹事報告 
６． 出席報告 
７． ニコニコＢＯＸ及び米山記念奨学会、ロータリー財団 
８． 委員会報告 
９． 本日の行事≪会員３分間卓話≫ 
10．点鐘 
 

◇文書受信のご案内 

① ［ロータリーの友事務所］………………………………………「友」インターネット速報№322 
② ［ガバナー事務所］……………………………………………… 地区セミナー実施スケジュール 
③ ［ガバナー補佐・IM実行委員長］………IM会員増強ﾌｫｰﾗﾑにおける原稿提出の依頼について 
④ ［ｶﾞﾊﾞﾅｰｴﾚｸﾄ安川英昭］………地区指導者研修セミナー・地区チーム研修セミナーについて 
⑤ ［下伊那農業高等学校］……………… 平成１９年度卒業証書授与式出席のお願い 3／1（土） 

 
◇例会変更のご案内は後ページ 

◇平成 20年 2・3 月の飯田東ＲＣの例会案内 

1. 2／26 998 外部卓話 飯田警察署長 田中保 様 テーマ「最近の治安情勢について」 
                            担当=ニコニコＢＯＸ委員会 

2. 3／4  999 クラブフォーラム 次年度委員会構成発表    担当＝次年度会長・幹事 
      会員慶祝◆結婚記念日…林隆夫君 30.3.29 倉澤敏恵さん 37.3.27 
                 伊藤清文君 38.3.27 古林克己君 44.3.25 
                 佐々木寿夫君 46.3.3 細川仁司君 47.3.5 

3. 3／11 1000 夜間 観梅例会（1000回例会） 名古屋城北ロータリークラブ合同例会 
4. 3／16（日） 1001  ＩＭ開催…12：30～受付 13：30～開会式 シルクホテルにて 
5. 3／18 ＩＭに振替のため休会（例会変更） 
6. 3／25 1002 クラブフォーラム………ＩＭ報告が変更となります詳細は後日 
 

 
－ 本日のMenu － 

鯵ﾌﾗｲ・野菜・ﾄﾏﾄ・ﾚﾓﾝ・小うどん（あげ） 

本日の行事 

例 会      

理世 

お 知 ら せ 

界 解 月 間

2月 R ﾚｰﾄ=108円 

担当＝プログラム委員会 
場所＝シルクホテル４Ｆ 
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前例会記録 －Ｎｏ.９９６－2月 12 日（第 2火）2008 年 

◇会長挨拶   

寺子屋Ⅰ 
 寺子屋とは、江戸時代に庶民を対象とした教育機関で、僧侶や武士などが庶民の子弟にいわゆ

る「読み書き算盤」を教育した施設を言います。手習所とか塾とも言いました。 
 寺子屋の起源は、中世の寺院での教育にさかのぼるとされています。その後、江戸時代に入り、

商工業の発展や社会に浸透していた文書主義などにより、教育への要求が一層高まり、まず京

都・江戸・大阪などの都市部に寺子屋が定着していきました。寛政年間（1690 年代）前後から農
村・漁村へも広がりを見せ始め、江戸時代中期（18 世紀）以降増加の度を強めていき、特に江戸
時代後期の天保年間（1830年代）前後に著しく増加しました。 
 寺子屋の教員(師匠)には、僧侶・神官・医者・武士・浪人・書家・町人などが多かったようです。
修学者の多くが各地の寺子屋教員となっていた足利学校のように、寺子屋教員養成学校と呼びう

る教育機関すらありました。今日の塾と違い、当時の寺子屋の師匠は往々にして一生の師である

ことも多かったようです。寺子屋の生徒を「筆子」といい、師匠が亡くなった時には、筆子が費

用を出し合って師匠の墓を作ることが珍しくなかったようです。そのような墓を「筆子塚」とい

い、房総半島だけでも 3,350基以上の筆子塚が確認されています。 
 寺子屋では、｢読み書き算盤｣と呼ばれる読書・習字・算数の基礎的な知識の習得にとどまらず、

地理・人名・書簡の作成法など実生活に必要な教育が総合的に行われていました。教育はまず数

字の習得から始まり、次いで文字の習得がなされることが多かったようです。そして、実生活に

必要な知識・技能の教育が行われていきました。 
 寺子屋の名称は、主に上方で用いられ、関東では手習指南所などと呼ばれていました。 
 明治に学制が敷かれると、寺子屋は次第に消滅していきました。しかし、寺子屋によって高水

準の教育が庶民の間で広範囲に定着しており、明治初期における日本の識字率は世界最高クラス

にありました。明治期の日本が急速に近代化を達成しえた背景として、寺子屋が高い教育基盤を

社会に与えていたことを評価する見解もあります。 
 教科書としては、「庭訓（ていきん）往来」「商売往来」「百姓往来」など往来物のほか、文字を

学ぶ「千字文」、人名が列挙された「名頭」「苗字尽」、地名・地理を学ぶ「国尽」「町村尽」、「四

書五経」などの儒学書、「国史略」「十八史略」などの歴史書、「唐詩選」「百人一首」「徒然草」な

どの古典が用いられました。中でも往復書簡を集めた形式の書籍である往来物は特に頻用され、

様々な書簡を作成することの多かった江戸時代の人々にとって実生活に即した教科書であり、「往

来物」は教科書の代名詞ともなりました。 
 寺子屋への就学年齢は、特に定まっていた訳ではなく、およそ 5－6 歳で就学し、13－14 歳か
ら 18 歳になる頃まで就学する例が多かったようです。男子限定、女子限定の寺子屋も少なくなか
ったが、男女共学の寺子屋が多数派でした。江戸における嘉永年間（1850 年頃）の就学率は 70
～86％といわれており、イギリスの主な工業都市で 20～25％（1837 年）、フランス 1.4％（1793
年）、ソビエト連邦 20％（1920 年、モスクワ）と他国に比べ就学率が高かった。幕末期には、江
戸に 1,500、全国では 15,000 の寺子屋がありました。1 校あたりの生徒数は 10 人から 100 人と
幅がありました。 
 

ユネスコ寺子屋運動 

（World TERAKOYA Movement） 
ユネスコが提唱している 
世界識字教育運動の 1つです。 
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◇ＩＭ実行委員長 熊谷正輝様 

 ３／１６（日）シルクホテルにてＩＭを開催致します。 
テーマは地区のテーマでもあります「ロータリーを私たちの手に」を掲げます。 
内容としましては 
1. 会員増強について 
 各クラブ１名により意見発表をお願いしてございます。 
 アドバイザーとしてパストガバナー堀川浩氏をお迎えしております。 

2. 水保全・水環境を考えるシンポジューム 
 スライドを上映して講演をします。講師は元島亮夫先生 
 飯田東ロータリークラブ事例発表 

 ＩＭは親睦会であります。５つのクラブが一同に会して集まる機会がＩＭしかありません。今

年の親睦会を少し変更して行いたいと思います。是非名刺をご用意して頂いて、他のクラブとの

親睦を図れますように考えています。５つのクラブで２００余名の会員ですが、是非全員のご出

席をお願い致します。 
 
宮嶋逸雄会長 
 3／16 のＩＭは例会変更としていますので、全員の出席をお願いします。次年度は当クラブが
ＩＭのホストとなりますので是非多勢の方のご出席をお願いしたいと思います。 
 

◇幹事報告 
1. 各ＲＣの例会変更はウィークリーに記載してあります。 
2. ＮＰＯ法人飯田ボランティア協会より「ふみ子の海」上映のご案内が来ております。当クラブは
後援をしております。しかし残念ながら当日はＩＭがあり会員は出席できませんが、奥様やお孫

さんに是非お知らせいただければありがたいです。 
3. 今後の例会予定はウィークリーにも記載されておりますが、次週は３分間卓話、２６日は飯田警
察署長さんの外部卓話となっております。 

4. 2／26例会終了後理事役員会を開催致します。 
 
◇出席報告 

会員
総数

出免
除数

出免
出席者

総出者 出席率 メーク 欠席 訂正出席率

28 8 5 20 25 80.00 4 4 100%

前々例会(1/22)本日の例会

 

本日の欠席者（5名）森澤勝志君、久保田和彦君、関島日出夫君、武居正憲君、尾澤隆君 

［出席免除欠席者］（3名）松下英一君、古林克己君、伊藤清文君 

【本日のゲスト 3名ｶﾞﾊﾞﾅｰ補佐山村陸人様、事務局浜島光男様、IM 実行委員長熊谷正輝様 ﾋﾞｼﾞﾀｰ 0 名】 

 本日のニコニコＢＯＸの合計は 18,500円。累計 751,500円です。 

本日のロータリー財団ＢＯＸの合計は 1,000円。累計 145,000円です。 

本日の米山記念奨学会ＢＯＸの合計は 1,000円。累計は 160,000円です。 
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◇例会変更 

ロータリー名 変更日 曜日 理由 メーク場所 

飯田ＲＣ 2／20 水 雪見例会 シルクホテル 

松川ＲＣ 2／21 木 職場訪問 松川商工会館 

〃 2／28 木 情報集会 〃 

伊那中央ＲＣ 3／11 火 夜間例会 海老屋 

〃 3／18 火 16 日（日）ＩＭに振替 〃 

◇委員会報告 

親睦活動委員会 矢澤昭彦君 

 過日委員会のお知らせを致しましたが、開催日が変更となりましたのでお知らせ致します。 

2／15→2／20（水）まりえーじゅ 6：30ｐｍ～ 

◇ニコニコボックス 

―（飯田ＲＣ）― 
ガバナー補佐山村陸人様、事務局浜島光男様、ＩＭ実行委員長熊谷正輝様 

：本日はＩＭの宣伝にまいりました。よろしくお願い致します。 
―（飯田東ＲＣ）― 
 宮嶋逸雄君：雪掻きご苦労様でした。今日も雪の予報でしたが雨になりホッとしています。 
久保田光一君：寒さが身にしみます。後藤さんの卓話楽しみに。 
 後藤高一君：昨日、午前１１時からの結婚式に出席、１次会、２次会、３次会と夜まで約１０

時間飲み続け、脳にはまだアルコールが残留している気が………！ 

倉澤敏恵さん：我が家の小さな庭に満作の老木があります。 
きれいに花開いたところに無情の雪が三回！すっかり色あせてしまいました。 
住んでいる人にそっくりな自然現象でした。 

蒲祐正君：①ガバナー補佐山村さま、幹事浜島様、ＩＭ実行委員長熊谷様をお迎えして。 
     ②後藤さんの卓話を楽しみに。 

小池精治君：今朝、目を覚まして雨だったのでほっ！と。雪掻きはもうたくさん！ 

      卓話を楽しみに。 

中田忠夫君：世の中も、心も、サイフも寒い今頃です。 

今夜あたり暖かくなるような事に誘って下さい。 

佐々木治君：・昨日は「建国記念の日」八幡宮で約１００名紀元節の歌を斉唱し、 

厳粛な式典が出来ました。 

       ・ガバナー補佐、幹事、実行委員長さんを歓迎して。 

林隆夫君：除雪で疲れた！が、昨日は久しぶりに建国祭に出席して紀元節の歌を歌いました。

年寄りの人たちばかりですので大合唱でした。子どもの頃を思い出しました。 

久保田久次君：雪の白川郷に初めて行ってきました。非常に美しく在りました！！ 

佐々木寿夫君：☆山村様ご一行を歓迎して。 

       ☆映画「母べい」を観ましたか。久々にウルルンとしました。 

宮澤宏君：・今年に入り良く雪が降ります。もう雪掻きに疲れました。 

     ・後藤さんの卓話に期待して。 
 

◇ロータリー財団ＢＯＸ 

中田忠夫君：元会員さん、昨日無事退院。祝盃をあげるべきか？ 

◇米山記念奨学会ＢＯＸ 

竹村英二君：ニコＢＯＸ完了払いにて。これから米山に入れます。 
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◇本日の行事 『会員卓話』              担当＝国際奉仕委員会 

後藤高一君 

国際奉仕について…米山寄付と財団寄付 

 財団につきましては１人 100 ㌦と言うことですが、お蔭様で会長から多額のご寄付を頂き、ま
た皆様よりの寄付にて何とか目標がクリアできそうなところまできております。引き続きよろし

くお願い致します。 
 
米山寄付につきましては普通寄付が人数×20,000円です。特別寄付一人一括で１億以上！？… 

いや 100,000円。一括でも積み立てでも結構です。100,000円の寄付は功労者となりますが、 
年間 30,000 円×10 年間でも結構です。また、一年 30,000 円でなくても結構ですとのことです。
米山につきましてはまだ到達していないところです。まだ数ヶ月あります。可能な限りで結構で

すのでご寄付をいただければありがたいと思います。 
重ねてお願い致します。 
 

長野県原産地呼称管理制度（Nagano Appellation Control） 

「公的機関によって産地と品質を保証するしくみ」 
 

２月８日、９日 原産地呼称管理制度全国大会 長野市で開催される 
   生産者、流通事業者による講演、玉村氏・田崎氏によるトークショーなど 
   長野県が全国に先駆けて実施。佐賀県、北海道、山形県でも始まっている。 
 ○ 手本であるフランスの原産地呼称制度は、ワインの産地偽装がきっかけ 
○ 原産地呼称認定はパスポート→世界的に通用する証明書である 
○ ブランド化は地域と地産品に誇りをもつこと→フランスの片田舎の青年が日本の 

地方都市の方が自分の村の名前のワインを知っていて驚いた（シャブリ村） 
＜長野県での発足の経緯＞ 
  田中前知事の政策   品質の良い長野県産の農産物を全国へアピールしたい 

アグリ指南役（玉村豊男氏 田崎真也氏）の提言 
             ２００３年  第一回 認定審査 
＜組織＞ 

 長野県原産地呼称管理委員会 

         品目別委員会   （書類審査） 

                ワイン  日本酒  焼 酎  こ め 

                 
                原料となるブドウや酒造米の生産者の証明書まで提出を 
                義務づけるなど厳正に審査される。 

         品目別官能委員会 （官能審査） 

                ワイン  日本酒  焼 酎  こ め 

                官能審査はブラインド形式で厳しく行なわれる。本年度 
                ワインに関しては、約６０銘柄中４０本ほどしか合格しな 
                かった。 
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＜認定基準＞ 
  全般的に厳しい基準  ⇔  酒税法との違い 
  ワイン（スティルスワイン）の基準の例 
    ぶどう品種と糖度     メルロー、シャルドネ   糖度１９度以上 
                 コンコード、ナイアガラ  糖度１６度以上 
    原料ぶどうの生産地    長野県産ぶどう１００％使用  
    補酸 アルコール添加   認めない 
    ワイン醸造地       全ての醸造工程が長野県内で行われ、課税出荷されること 
                                        など 
 
日本酒に関する基準の例 
     米品種      酒造好適米・・美山錦 ひとごこち しらかば錦 金紋錦 
              うるち米・・・コシヒカリ、ながのほまれ、キヌヒカリ・・ 
     米産地      長野県産米１００％ 
     日本酒の分類   国税庁告示（H11,11,22）に基づく純米酒 
     精米歩合     ７０％以下 
     醸造地      精米から発酵、瓶詰めまでの一切が長野県内で行われていること 
     採水地      長野県内であること 
     製法       液化仕込みをしていないもの。自造酒であること。 
                                        など 
 
＜認定品への表示＞ 
    共通マーク 
    品目別表示項目   ワインの表示・・ぶどう原産地 ぶどう品種（使用割合） 
                      収穫年 醸造地 添加物 
 
＜制度の課題＞ 
    一般消費者へのこの制度の知名度、理解度がまだまだ低く、長野県産品への高評価や 
    実際の販売増へは結びついていない。一部ワインについては、首都圏を中心に評価がた

かまりつつあるが、もっと全体に制度の知名度を高める必要がある。 
 
 
 
 

備考（地区・下伊那 G・その他行事） 

・３／１５（土） ＰＥＴＳ（開催場所＝諏訪） 
・３／１６（日） 下伊那グループＩＭ（開催場所＝シルクホテル） 

日 時：平成 20年３月１６日(日) 12：30～ 登録受付 
場 所：シルクホテル 
登録料：会員 5,000円（全員登録） ご家族 5,000円（参加者のみ） 
登録及び送金締切： ３月３日(月) 
 

[プログラム]  
  １２：３０～      【登録受付】 
  １３：３０～１４：００ 【開会式】          ４Ｆ 

１４：００～１５：１０ 【第 1部 会員増強セミナー】 ４F 
  １５：２０～１６：２０ 【第２部 水保全水環境を考えるシンポジューム】 ４F 

１６：４０～１８：１０ 【第３部 懇親会】      ２Ｆ 


